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研究論文

バングラデシュ地下水汚染地域における安全な飲料水の獲得に

関する新たな格差の形成に関する研究

The study of a new disparity in acquiring safe drinking water in arsenic contaminated 

villages in Bangladesh 

筒井康美

TSUTSUI Yasumi 

Abstract 

谷正和

TANI Masakazu 

This article analyzes how arsenic mitigation activities 
are effective in matters of acquisition of safe drinking 
water. A survey was conducted concerning drinking 
water sources and arsenic contamination in a total of 
2006 households in two arsenic contaminated villages 
in Bangladesh. The first village ( 1199 households) had 
a high percentage ( 67%) of safe drinking water usage, 
and the second (807 households) had a low percentage 
(15%). This result arises仕omthe difference in the type 
of safe water sources in the respective villages. Two 
types of drinking water sources, such as safe water de-
vices and deep tube下veil,were used in the first village 
(high usage of safe drinking water); in contrast, these 
alternative water sources were not generally used in the 
second village, and arsenic司freeshallow tubewells were 
mainly used for safe drinking water.百1ehigh percent-
age use of safe drinking water in the first village was 
related to newly constructed alternative water sources. 
Residents in this village are relatively wealthy and the 
village is located at the intersection of important na-
tional and county roads. Furthermore, private funding 
and residents' social connections have led to the con-
struction of more safe water sources and their mainte-
nance. 

1.はじめに

本研究の目的は、パングラデ＼ンュの地下水枇素汚染地

域において、対策活動を経て、安全な飲料水を獲得した

地域としなかった地域を比べ、その違いが形成された社

会的要因を明らかにすることである。

バングラデシュでは国民の 9害ljが飲料水として地下水

を利用しているため、 1990年代にバングラデシュ 64県

中60県において地下水枇素汚染が確認されると、汚染面

積の広大さと予期される健康被害が危倶され深刻な社会

問題となった 1, 2）。枇素に汚染された飲料水を飲用しつ

づけた場合、慢性枇素中毒と呼ばれる中毒症状を引き起

こす。深刻になれば皮膚がんなどを患うようになり、最

悪の場合には死をもたらす 3,4）。 現在のところバングラ

デシュ総人口 1億4,400万人のうち 3,000～4,000万人が

バングラデシュ安全基準値 0.05mg/L以上の枇素を含む

井戸水を飲用水源として利用しており将来的に慢性枇素

中毒症状を起こしうるリスクにさらされているにこの

ような状況を打開すべく国内外の機関により安全な水源

の提供や枇素リスクに関する情報提供など対策活動が行

われている 3,5）。

これまでに行われてきた主な対策活動には、実態調査、

枇素の危険に関する情報の周知、患者の発見とケア、代

替となる新しい水源の設置の 4種類がある。将来の被害

拡大を防ぐためには、代替となる安全な水源の設置は必

須事項である。なぜならば、リスク認知の研究によると、

人は危険とわかっている場合に必ずそれを回避する行動

を取るわけではなく、危険を避けるための代替案を取る

ことが難しくなるに従って、代替案を取ることをあきら
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める似1r,J-/J：強くなることがわかっているためで、ある Ii,7) 0 

・ J i：夫、 1~7iJ j：とれによると、地ドノ1</i比素汚染地域における

ii），刊での高山県、ほ，=r100%の住民が地下ノMltぷ汚染｜問題に

ついて店本l’11:Jな情報を持っていたが、近所に代梓となる

！ムt令ーなノ＇I(f}J;tがない場介には、危険と知りつつも枇ぷに汚

染された水を飲み続けているという事例がぷされた 8）ヨ

対策的動はlit界銀行を始めとした同際機関や外I1乙） NGO 

によって実施されてきたが、それぞれの機関が活1t）は二J・象

としてきた汚染地域のすみ分けが行われている J このよ

うなすみ分けにより、パングラデ＼ンュの地下ノKii比ぷ汚染

地域はほぼ網羅されたといってもいいへしかし、対策

m動は、行われたからといって、必ずしも汚染地域の安
全な飲料ノk不足が解決ーされてきたわけで、はない3

バングラデシュでは枇ぷ1/tJ題対策として代科となる飲

料本初日がぷ，rtされてきたが 10.11）、その種額は大きく ・.Mt 

1ltiに分けることができる －つは代替水源装悶（［ヌI1) 

とH、Fばれる、；］＇（ rjrの枇ぷやバクテリアをろ過などのJi法

でll5lり｜徐き、安全な飲料ノkを作る仕組みを持つ装［円であ

り、もうーつは深川地卜.;J<を水源とする竹深JI:J ' C.i.w称

r~巳J 1: J 1) CI刈2）である 通常、バングラデシュの家出で

伽｜人！？「イfのJI:r fとしてII文［ri1：されるのは浅井liと呼ばれる

竹)I:J iである浅井）iは、地ド 10～50メートルの伐肘地

ドノKJ1..,iをノk源としている（｜叫 3）ζ 市ノk屈までの距離が短

いため ['J五が容易でl没1i"r：に時11¥Jもかからず交官1Iiであるが、

バングラデシュ令ー｜：においてこの浅い帯；］＇（），~ti において枇

ぷ的染が作認されているため、浅井戸は多くの掛合にお

いて「6tたされたJI(i}Jわである。バングラデシュにはこ

の主うな浅井戸が 1,000h本以上あるといわれる I.11, Iコ），

傑JI二J-iとはそれよりさらに深い 150メートル以深のと

ころにある深j同地ド水をノ同点とする管JI：戸である（Iii3）。

深川地卜・11<,1批ぷに汚染されていないことが多いため、

多くの深）1:} iは交全な飲料ノk初；（とみなすことができる ヘ

深）1:) iは浅井戸に比べてl何度な設置技術を必要とするた

め、浅井Jiのi没jr',:ft川は 10米ドル程度で、ある －Ji、深井二

) iの場合はがnoo米ド、ルと l山知で、ある

・)f、代将；］＇（ j保装，ru士、ろj品装障のflUfまり｜坊 Jl：や批

ぷ除去能ノJを保持するための定期的な清耐といった維持

竹EHが必要である

バングラデシュ全｜：にぷ位された深JI二jfの数は約

75,000 本、代持水訪日出~!?'i:には数祐類のバリエーションが

あるが、すべてを合わせると、これまでにおよそ 30,000

），主の代作JI(似装慌が1没tttされてきた lI. 1:1 
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これらの水源は設置されたものの股楽されたり、また

水源そのものの配置が批素11¥Jhlriの深刻な地域と対応して

いない例などが報作されており 11, ii,. Iii, 17. 18）、こういっ

た新たに設置された本源によってどれくらいの人が安全

な飲料本を獲得することができるようになったのかがは

っきりしていない、また、対策活動が行われた紡＊なん

らかの新たなノ'kt原が建設されそれを持続的に維持竹.f'Hす

ることで、ii...＇.全な飲料ノkを利川している地域と、そうでは

ない地域‘という泣いが形成されていると与えられる

そこで本研究では、 [n] －の対策所長）Jが行われてきた地

域を対象とし、安全なノi<t}J~ を／Jiff 『澗 lこ l没 Ifそしてきた地域と

そうでない地域において安全な飲料JI(を利川している｜｜｜：

市の；ljlげ干の；tを示し、このようなぷが形成されるか；（！大｜を

深井）jと，＆，n数と代野点源装／？r：の維持竹.f'Hに｜則する社会

的な安｜大｜から考察する

図1 代替水源装置

不l'[・.Jtr｝：；ロ（20071[. :l II 2(j 11) 

図2 深井戸

市l'[・JM¥;{;(2007 11 s IJ 1:l 11) 



代替水源装置 浅井戸 深井戸

（タイフ 2) （タイフ 1) 

浅層地下水

粘土層

深層地下水

図3 水源の模式図

2.方法

本研究の調査地は、バングラデシュ｜五｜ジェソール県シ

ャシャ郡のT村と P村である（図 4）。バングラデシュの

なかでも｜判部において地下ノk枇長汚染が深刻で、あること

が知られるが I）、｜有阿部に位置するジェソール県も批素

汚染問題の深刻な地域のーつであり、そのなかでもシヤ

シャ郡は批点汚染の深刻さと確認されている慢性枇ぷー中

毒忠占－の多さで知られる

これまでシャシャ郡において包病的に枇素対策活動を

活動してきたのは「｜本の特定非常利活動法人アジア枇素

ネットワーク（八八N）であるり守 17) 主な対策活動はとし

ては、 i孟｜際協力機構 (JICA）の委託事業として 2002年か

ら2004年度まで開発バートナ一事業「飲料水枇素汚染の

解決に向けた移動枇素センターフロジェクトJと、 2005

4ドヵ、ら 2008年までは JICAによる PROTECO（催案型技術

協力事業）「ノくングラデシュ岡持続的批素対策プロジェク

トJが展開されてきた 17, 18, 19）。

枇素汚染が深刻なシヤシャ郡の 4つの村（じ記の 2村

を合む）で各 100世’市、全400世栴を対象に行われた調

宜によると、この4つの村で、は枇素汚染問題に関する知

識の獲得状祝がどの村でもlriJ様に｜高かったにも関わらず、

安令ーな飲料水を利日］する割合、は2~j~肋、ら 71;-1］まで聞きが

あった。この調官において安全な飲料ノkを利川する害lj{t

が最も低かった村がP村であり、高かった村がT村であ

った。したがって、本研究では、この：つの村を分析対

象として選定した

バングラデシュでは 0.05mg/L以上の枇来を合む）j: J i 

水を飲mに危険な水としている 17) 制任地における安令直
必ず特航以l二の批素を合む危険な）I二j干の書｜｜介はT村では浅

井ji総数 345本のうち 56%(193ノド）であり、 P村では

84% （浅井戸総数273本のうちの 230本）であった 17)。

本研究では 2007年にてつの村の全世怖を対象に行っ

た社会調査のデータを使用し分析を行った。質問項fjは、

(1）世帯主の職業、（2)j：地所有、（3）世舵構成比とそれぞ

れの山生地、（4）教育レベル、（5）世，貯の飲川水源、と料.fl!!

則水源の禍煩と枇素汚染のイ1・無、（6）移人↑！上市であるかど

うかの 6項目で、本研究で利用した情報は第5項目であ

る なお、平均年収は前IBの調査で、わかっており、 T村

では44,062タカ 1）、P村では 24,440タカであった

世栴調査はベンガル語で作成された調査票をJIJし1たサ

ーベイ形式で、行った。合計61;のベンガル人調査員が各

村のすべてのlit帯を訪問しベンガノレ語で、質問を行い、，，，］

答を占き取る形式で行った。調査実施期間は、 2007年2

凡から 6Jlの4ヶ月間である。

in J ’何b、、1－ 
図4 調査対象地

3.結果

全世借調査の結果より、 T村の総世帯数は 1199 t止借、

P村の総｜世帯数は 807II上帯であった。安全な飲料；J<を利

則している世帯の割合は、 T村が 801I止措（総世帯のう

ちの 67%）、 P村では 119IIそ帯（15%）であった。利JiJさ
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れていた安全な飲料水の種類は、深井戸、代替水源装置、

表流水、そして縁の井戸である。本研究でいう緑の井戸

とは、測定の結果、枇素濃度がパングラデ、ンュ安全基準

値 0.05mg/Lよりも低く、飲用しでも安全である目印とし

て緑色のペンキが塗られた浅井戸のことをさす。

これらの安全な水源の利用者内訳は以下の通りである。

T村では安全な飲料水を利用する 801世帯のうち最も利

用されている安全な水源は深井戸で、 59%、代替水源装置

が26%、表流水を利用する世帯はなく、緑の井戸が 15%

であった（図 5）。一方、 P村で安全な飲料水を利用する

119世帯のうちで安全な飲料水源として利用されている

ものは緑の井戸が最も多く 63%、続いて代替水源装置が

31%、表流水 6%となる。深井戸を利用する世帯はなか

った（図的。

T村（1199)

深井戸

代替水源装置

＼ 

表流水

安全な水源
緑の井戸

図5 安全な飲料水の利用とその内訳 (T村）

P村（807)

深井戸

・・ー・・・・・・・・・・・・・・圃・．
代替水源装置 ： 

＼ 
表流水

緑の井戸

安全な水源

図6 安全な飲料水の利用とその内訳（P村）

以上の結果からわかることは2点ある。一つ目は、二

つの村で、は安全な飲料水を獲得している世帯が全世帯の

うちの 67%と15%と大きく異なること、二つ目は、利用

されている安全な飲料水の種類が異なることである。多

くの世帯が安全な飲料水を獲得している T村において主

に利用されている水源は深井戸や代替水源装置など枇素

30 I山川 Ge山 ogaku：山rnalof De叩｜

対策として 1990年代後半以降に設置された新しい種類

の水源で、ある。一方、 P村において利用されている安全

な水源は、かつて設置された浅井戸の枇素濃度が偶然に

も低かった緑の井戸であった。

T村で安全な飲料水を飲んでいる世帯数が多い理由は、

設置された深井戸の数が多く、建設された代替水源装置

のすべてが稼動しているからである。表 1に調査地に存

在する主要な 4つの飲料水源とその設置数、稼動数を示

す。深井戸は設置したあとの維持管理が特に必要ないた

め、人気のある水源である。しかし、人気のある水源な

のでどの村でも多く設置されているかというとそうでも

ない。 T村に設置された深井戸の数は 13本でこのうち稼

動状態にあるものは 12本である。 P村には 1本しか深井

戸が設置されていないが、これが稼動していないため安

全な飲料水源として利用できる深井戸は実質存在しない。

一方、代替水源装置は維持管理をしなければ継続的に

安全な水を得ることができないという点で深井戸と異な

る。代替水源装置には数種類あるが、 T村にはタイプの

異なる代替水源装置が合計 3基、 P村には同じタイプの

代替水源装置が 3基設置されている。 T村では 3基すべ

ての代替水源装置が稼動状態にあるが P村では 1基であ

った。

表1調査地における安全な飲料水の種類と数

出典：アジア枇素ネットワーク資料

4. 考察

調査の結果から、多くの深井戸が設置され建設された

代替水源装置のすべてが稼動している T村で、は安全な水

を飲む世帯の割合が高く、深井戸の設置本数が少なく建

設された代替水源装置が順調に稼動していないP村では

安全な飲料水を利用する世帯の割合が少ないことがわか

った。それでは なぜT村と P村では深井戸の設置数と

代替水源装置の稼働状況にこのよう違いがあるのだろう

か。



4.1 深井戸の設置数

前述のとおり、深井戸は農村の家庭で一般的に設置さ

れる浅井戸に比べて設置金額が高額であるため、個人が

設置することはほとんどなく、政府機関、国際機関、 NGO

がその建設主体となる。したがって、その設置には、申

請、認可の手続きが必要となり、さまざまな社会的要因

が介在することになる。

公的な助成を得て深井戸を設置する場合、申請手続き

は制度上すべての人に聞かれているが、申請者は深井戸

設置総工費の l割（5,000タカ）を自己負担金として支

払わねばならない。前述の通り調査地の平均年収はT村

が44,062タカ、 P村が 24,440タカであった。 5,000タカ

としづ金額は T村の平均年収の 1割、 P村では 2劃に相

当する金額であり、このよ うな金額を捻出できる世帯は

そう多くはないであろう。たとえ申請制度がすべての人

に開かれていても、深井戸の申請が誰にでもできる手続

きではないことがわかる。

事実、 T村の 13本の深井戸について公的な助成を受け

て設置された深井戸の設置経緯を調べると、深井戸の設

置申請をした人物とは、住民のなかでも比較的裕福で社

会的地位の高い人物、たとえば地元の政治家や教師、経

済的に恵まれている人物など地元の名士とみなされてい

る人物である場合が多い 18）。このような人物は村のなか

でも舗装道路に近い便利な場所に居住しており、深井戸

もまたそのような場所に集中している。また NGOによっ

て設置された深井戸はその NGOと関係のある施設や人物

の自宅そばに設置されることが多い。

深井戸の設置数が T村では 13本、 P村では1本であっ

たことを比べると、設置状況は二つの村の地理的・社会

的環境を反映していると考えられる。 T村は 3つの幹線

道路の接合地点にあり、 交通の便がよい。その利点ゆえ

商業地域が村に隣接している。住民には商業に携わる人

が多く、識字率が高い。一方のP村は、いわゆる辺境の

地である。舗装された道路が村までつながっておらず、

電気の普及率も低く、地理的に断絶された場所に位置す

る。とりたてて活発な産業があるわけではなく大半は農

業従事者である。以上、 二つの村の社会環境を比較すれ

ば、政治家やNGO組織とのかかわりを持つ人物が便利な

T村に多く住んでおり、そのことが深井戸の設置本数と

関係があるのではなし 1かと推測することができる。

4.2 代替水源装置の稼動状況

一方、代替水源装置は（タイプ lと2をあわせれば）

二つの村での設置数はどちらも 3基と同じであるが、 T

村では 3基すべてが稼動状態にあるのに対して P村では

1基しか稼動していない。上述したように代替水源装置

は定期的な清掃や故障時の修繕などを怠ると継続的に利

用できなくなるため、維持管理は不可欠である。したが

って水源装置毎に管理組合が結成されている。そして、

代替水源装置の稼動状況はその管理組合の活発さを如実

に反映している。

T村にある代替水源装置は3基とも稼動状態にあるが、

そのなかでも管理運営状態のもっとも優れているのは村

の南部に存在する代替水源装置である。 この水源装置が

順調に運営される理由は、モスクとの関係にある。モス

クはイスラム教の礼拝施設であり、 T村には 3つのモス

クがある。運営状態が優れているこの装置は村南部に位

置するモスクの所有する池の水を装置の原水として、モ

スクの隣に建設された。代替水源装置の組合員となった

世帯はモスクの組合世帯と重なっており、管理組合はこ

のモスクのモスク組合をほぼ踏襲する形で結成された。

代替水源装置の管理組合を結成する際に既存の組織を基

盤とした場合、会議の召集や意思決定の方法がすでに確

立しているため管理組合の活動は順調に行く場合が多い

17，川。また、この管理組合で実質的なリーダーシップを

発揮する人物はイスラム教の宗教学校の教師であり、同

時にモスクの礼拝指導者を務めるなど地域住民からの信

頼も厚い。

一方、 P村には稼動している代替水源装置が 1基しか

存在しない。この代替水源装置は、装置の稼動状態に問

題はなく管理も行き届いているが、利用状況において別

の問題がある。それは、管理組合役員の一人が個人的な

問題で仲たがいしている世帯に対して水源装置の利用禁

止を言い渡していることである。代替水源装置はこの役

員の土地に建設されており、使用を禁止された世帯の人

は水源装置に近づくこともできない。

4.3 まとめ

以上より、なぜP村では安全な水を飲む割合が低く、

深井戸や代替水源装置をなど新しい水源の利用者数が少

なし、かというと、何も対策が投じられなかったからでは

なく、対策が効果的に、または意図したとおりに使われ

ていなし1からであったことがわかる。自由申請式で総工
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費の一害1］を負担するだけで深井戸を設置することができ

るという行政サービスは、すべての人に聞かれたサービ

スである。しかし現実には、このようなサービスが存在

することを知り申請手続きへと進むための人と情報ネッ

トワークを持ち自己負担金を支払うことのできる人物の

みが、 このサーピスを利用することができる。T村で多

くの深井戸が設置されてきた理由は、 T村がより都市化

した農村であることや平均年収の高いことから、深井戸

の助成申請手続きを取ることが容易であったためと推測

することができる。

また代替水源装置は建設されても維持管理されなけれ

ば安全な飲料水源として利用することができないが、そ

の維持管理はコミュニティに依存する。装置の運営に適

した社会組織と組み合わさらない場合には、装置は放棄

されるか、期待した通りに人々に安全な水を供給するこ

とができない。

5結び

本研究では、対策活動を取り入れ飲料水問題を解決し

つつある地域と、対策活動が行われたにもかかわらず危

険な水を飲み続けている地域について、 なぜこのような

違いが生まれたのかということについての社会的要因を

明らかにすることを試みた。

なぜp村には安全な水源が少なし、のかというと、行わ

れた対策活動が、うまく地域に取り入れられなかったか

らである。たとえば行政サービスによる深井戸の申請手

続きはすべての人に聞かれているが、情報への接点や住

民負担金が必要で、現実的にはすべての人がこのサービ

スを利用可能というわけではない。

前述のように、枇素問題に関する対策活動はバングラ

デシュ全土で展開され地理的にはほぼ網羅されており、

「対策が何もなされていなし、」という段階は乗り越えて

いる。安全な飲料水への格差を縮小し、またこのような

格差を更に作ってしまわないためのこれからの問題は、

対策活動として提供される既存のサービスや既存の代替

水源装置について、どうすれば、それを本当に必要と し

ている人がアクセスすることができて、問題解決のため

に具体的に生活に取り入れることができているかという

点になっていると思われる。

j主

け 2010年2月時点での為替レートは 1パングラデ・ンコタヵー1.:31円。
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